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看護管理学 2 units

Tetsuya Tanioka · Professor / Health Sciences, Chiemi Kawanishi · Professor / Health Sciences

Target〉 専門看護師として医療・福祉に携わる人々の調整を行い，看護管理者と
協力して看護の組織的質向上を図るために必要な，ヘルスケアシステムにお
ける看護管理の専門的知識・技術について理解を深める．

Outline〉 看護組織を管理し，ヘルスケアシステムのなかで他職種と協同しシス
テム全体を活性化していくための専門的知識・技術について教授する．また，
専門看護師として，より良い看護を提供するための組織への働きかけや組織
運営，調整のあり方について探求する．

Schedule〉
1. 1回 / 看護管理の歴史的変遷 (谷岡)
2. 2回 / 保健医療・福祉の動向と社会の看護サービスへの期待 (谷岡)
3. 3回 / 医療・福祉構造の変化と看護管理 (谷岡)
4. 4回 / 病院における看護サービスの質向上と専門看護師の必要性 (谷岡)
5. 5回 / 看護管理者と専門看護師の役割と協働 (谷岡)
6. 6回 / 高度看護実践力と経済的評価 (谷岡)
7. 7回 / 看護職のキャリア形成のプロセスと組織的支援 (川西)
8. 8回 / 専門看護師の雇用と組織的位置づけ (川西)
9. 9回 / チーム医療における看護の専門性 (谷岡)

10. 10回 / リーダシップとマネジメント力 ，交渉力 (谷岡)
11. 11回 / 専門看護師の役割機能としての調整 (谷岡)
12. 12回 / 病院看護管理の実際 1◯* (谷岡)
13. 13回 / 病院看護管理の実際 2◯* (谷岡)
14. 14回 / 病院看護管理の実際 3◯**質の高い看護を提供するための組織管
理・運営方法について検討するために，看護職員のキャリア管理，継続
的な看護の質管理活動，看護情報管理などについて見学演習を行う

15. 15回 / 12∼ 14回の見学演習を元に，各自の関心テーマについてプレゼン
テーション・ディスカッション (谷岡・川西)

Evaluation Criteria〉 授業への参加度とレポートを総合評価
Textbook〉 指定無し
Reference〉 随時紹介
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216965
Contact〉
⇒ Tanioka (+81-88-633-9021, tanioka@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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